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Impression and Learning Motivation Change of Dance Class 
： A Case Study of a Class of a University
Abstract： In this study, we investigated the impression and the motivation that the students had 
for dance or dance class, taking the class of dance in the university as a case. In survey 1, we 
investigated the impressions of dance or dance classes three times and explored changes in the 
classroom using five methods. By experiencing dance classes, I was able to reduce my poor sense 
of dance and make dance fun, but I didn’t get rid of the anxiety of dance coaching. In survey 2, we 
asked for an answer describing the image to dance class. In the first description, the “Anxiety of 
class practice” stood out, but by experiencing dance classes, the reality of anxiety became clear, and 
“child and student relations anxiety” emerged. The third statement confirmed that the students 
themselves could change the image of the dance class by having fun. In survey 3, we asked for a 
descriptive answer to what we expect from the class. As a result, it became clear that the students 
came to seek difficult technology toward the end of the class. This survey in order to remove the 
“difficult” consciousness of the students from the dance class and to motivate them to learn, students 
must be able to acquire basic skills from the first class several times, and allow them to “dance”. It 
has become clear that students need to transform the image of the “difficult dance” they envision.
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Ⅳ．考察
１．ダンスの授業に関する各分析の相関
　各分析から，本稿で調査を行った集団のダンス授業
に対する印象の変容と，それに伴う意欲の変化につい
て述べる。表１「ダンスに関する印象の授業内変化」
の各項目では，授業の最終回に向かってダンスとダン
スの授業への肯定感が高くなっていた。それは，図
１「ダンスの授業に対する具体的なイメージとその変
化」から読み取れるように，第１回目の記述時に抱い
ている「授業実践不安」は，第２回目の記述で「嬉し
い」，「笑顔」という語が出現したように，自らがダン
スの技術を習得し，できるようになった喜びによって
ダンスの授業に楽しさを感じるようになることで薄れ
ていくといえる。しかし実際には「授業実践不安」は
解消されておらず，ダンスを経験することで「授業実
践不安」の内実が明確になり，「児童・生徒関係不安」
が新たに出現した。これにより，表１「ダンスに関す
る印象の授業内変化」のうち「ダンスを教えることは
難しそう」における数値が減少しなかったと考えられ
る。第３回目の記述時には，ダンス授業に対して受講
者自身が「ダンスは楽しい」と感じるためには，「ダ
ンスは難しい」という意識が変化することが必要だと
受講者自らが気付く結果になった。第２回の記述を終
えた時点で受講生が基礎的なダンスの技術を習得して
いたことにより，ダンスを楽しいと意識することがで
き，第２回目の記述以降から第３回目の記述にかけて
の関心・意欲の向上に繋がったといえる。
２．今後の課題
　本調査により，受講生からダンスの授業に対する
「難しい」という意識を取り除き，学習意欲を高める
ためには，授業初回から数回のうちに基礎的な技術を
習得させ，「踊ることができる」ことを受講生に認め
させることと，受講生が思い描いている「難しいダン
ス」のイメージを変革させることが必要であることが
明らかになった。
　ダンスの授業のうち，「現代的なリズムのダンス」
においては，「ヒップホップ」というジャンルが取り
上げられている４が，学習指導要領の目標は「現代的
なリズムのダンスでは，リズムの特徴をとらえ，変
化とまとまりを付けてリズムに乗って全身で踊るこ
と」（2008 文部科学省）であり，ヒップホップのダン
サーのように踊ることが目標ではない。これは中村
（2013）も指摘している。またこうした見解の誤りに
ついて，山口は「指導内容の誤った理解が教員のダン
ス指導不安を助長させている」（2017 山口）と述べて
いる。これはダンス教員のみに限ったことではなく，
教員養成課程に所属する学生も同様だといえる。今後
は，そのような学生の認識を改めるために，授業の早
期段階で学習指導要領を正しく解釈させ，その解釈を
普及させることが課題となる。これについては，Ｔ大
学での事例研究においても示唆されており，「特定の
人だけではなく，だれでもいつの間にか踊っているよ
うな，また今持っている力で踊れるような内容でダン
ス授業を構成することが重要である」（朴 2016）と，
ダンス授業で取り上げるべき教材の特質について述べ
ている。
　今回の受講者のほとんどが「ダンスを経験したこと
がない」集団であったため，教育要領で定められてい
る３種のダンスを経験させることで15回の授業が終了
したことは事実である。また，受講生の多くは，授業
中盤からダンスの技術を習得することが主な目的に
なっていた。しかし，社会的に求められている教師を
大学で養成するためには，上で述べてきたようにダン
スへの意識を変革させながら「指導法」について触れ
る機会を設けることが必要であり，これにより学生の
抱く不安が取り除かれるといえる。
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【注釈】
１　 保健体育科の授業時間数を現行の90時間から105
時間に増やすとともに，中学１・２年生において
武道，ダンスを含むすべての領域を男女必修とす
る（2008 文部科学省）。
２　 フォークダンスは，伝承されてきた日本の「民
踊」や外国の「フォークダンス」の踊り方の特徴
をとらえ，音楽に合わせて特徴的なステップや動
きで踊ることがねらいである。創作ダンスは，多
様なテーマから表したいイメージをとらえ，動
きに変化を付けて即興的に表現したり，変化のあ
るひとまとまりの表現ができることがねらいであ
る。現代的なリズムのダンスは，リズムの特徴を
とらえ，変化のある動きを組み合わせてリズムに
乗って全身で踊ることがねらいである（2008 文部
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科学省a）。
３　 「子ども」，「子」，「生徒」，「人」など同一のもの
を指していると思われる語があったが，記述者の
意図を尊重し，訂正は行わなかった。テキストマ
イニングは句点によって一文を認識するため，文
末に句点がない記述に関しては句点を加えた。
４　 「ヒップホップに先生奮闘　中学でダンス必修化」
（2012 朝日新聞Ａ），「ヒップホップなんてやった
ことがない。技術を高めないと授業にならない。」
（2012 朝日新聞Ｂ）
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